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1. 背景・目的・概要 
 当プロジェクトは、北海道知内町立湯ノ里小学校で実施されているコミュニティスクー

ル事業に、大学生という立場で参加し、小学校を拠点とした地域づくりを試みるプロジェク

トである。コミュニティスクールとは、学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合

い、学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を支

え「地域とともにある学校づくり」を進める仕組みのことである。（引用：文部科学省ＨＰ）。   

年間スケジュールは以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

2. プロセスと成果 
 私たちは、地域の課題を特定するために、湯ノ里小学

校の運動会や 1 年生を迎える会、見守り隊への感謝の会

など、各種行事に参加した。また、地域の方々とゲート

ボールをしながら交流を深めるなど、数多くのフィール

ドワークを実施した。継続的に活動を実施することで、

地域とのつながりを深めると同時に、地域における課題

を明確化することが可能となった。 
その中で、私たちが見つけた地域の特徴（課題）は大きく分けて３つある。１つめは、小

学生世代と高齢者世代の関わりが密接であるが、中間世代（２０～３０代）のつながりが不

足していることである。２つめは、住人の湯ノ里地区に対する想いの深さによる団結の深さ

があると同時に、新しく湯ノ里に来た人にとってコミュニティへの新規参入が困難になっ

ているということである。そして３つめは、「帰ってくる若者が少ない」という地域の方々
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の声から、郷土愛を育むきっかけが不足しているのではないか、という点である。この３つ

の課題から、私たちは「共育」「特色」「郷土愛」というコンセプトを掲げ、本プロジェクト

のテーマ課題である「小学校を拠点とした地域づくり」を具体化するために地域の方々と協

力した大学生主催の企画を実行することとなった。企画の目標は「湯ノ里の特色を活かして

郷土愛を育て共育の場を作る」ことである。この目標を達成するための指針として、多様な

世代が参加できるような企画、湯ノ里に再び帰ってくるためのきっかけになるような企画

を小学校と一緒に考えてきた。 
 そして、最終的に実施した企画が「ＹＯＵの里看板作り」と「ビュッフェ」である。「Ｙ

ＯＵの里看板作り」は湯ノ里の「湯」と「ＹＯＵ」を掛け合わせて、地域住民ひとりひとり

にとって「あなたの里」であるという意味を込めて作った題名である。内容は、湯ノ里小学

校の子どもたちひとりひとりに絵を書いてもらい、それをつなぎ合わせて学校のシンボル

マークである蛍の絵を作り上げるというものである。そのために地域の方々と小学生、保護

者の方々、そして大学生が一緒になって作業することで、世代間交流を生みだすことを狙い

とした。また、完成した看板を小学校内に設置してもらい、思い出の看板としていつかまた

見に戻ってきたくなるように願いを込めて企画を行った。また、出来上がった看板の絵はポ

スターにし、町内会館など地域の方の目につくところに設置していただいた。「ビュッフェ」

は、今までお世話になってきた地域

の方々に感謝の意を込めて、プロジ

ェクトメンバーの地元の郷土料理

などを小学生と大学生で作り、一緒

に食事をするというものである。写

真はこの２つの企画の様子である。 
 
3. 地域からの評価 
企画当日、参加者に向けてアンケートを実施した。回答者は１８名で、参加者の１００パ

ーセントから回答を受け取ることが出来た。まず、「Ｑ１，看板作りで様々な年代の方が楽

しく交流できたと思いますか。」という問いに対して、「思わない」・「やや思わない」が０％、

「思う」が４７％、「やや思う」が２９％、「普通」が２４％という結果になった。また、「Ｑ

２，今回の企画を通して改めて湯ノ里を魅力ある地域だと思いましたか。」という問いに対

しては「思わない」・「やや思わない」が０％、「思う」が４１％、「やや思う」が４１％、「普

通」が１８％という結果になった。Ｑ１・Ｑ２から、企画全体の成果として、看板作りを通

し世代間交流が出来ていたこと、湯ノ里の魅力、特色を参加者の方々が再確認できていたこ

とがわかった。また、さらなる湯ノ里の魅力を感じられるような大学生の企画運営能力の向

上が求められていることを感じた。そして、「Ｑ３，日常生活で他の世代の方と交流する機

会はありますか。」という問いに対しては「全くない」という方が０％、「よくある」が５５％、

「時々ある」が１７％、「あまりない」が２８％という結果になった。この「あまりない」



と答えた方の多くが中間世代（２０～３０代）の方々である。この結果から、湯ノ里地区内

の日常生活で、今以上に小学生、高齢者、中間世代の地域交流の場を設けることの必要性を

感じた。 

 
4. 総括と反省・今後の課題 
一年間を通した課題把握、コンセプトの設定、企画の実行を小学校を中心として行うこと

で、地域の現状（地域の方々の学校や子どもに対する想い、学生への期待の大きさ、住民の

主体性）を具体性をもって把握することが出来た。湯ノ里地区は、小学生の主体性によるま

とまりの強さと、高齢者の行動力によるまとまりの強さが存在し、それをつなぐ「つなぎ役」

として大学生が介入することによって今回の企画を「郷土愛・共育・特色」のコンセプトの

もと成功させることができたのではないかと考える。そして、アンケートから見られるこれ

からの課題として、学校・高齢者・中間世代のつながりの強化を実現するために、私たち大

学生ができることは、「つなぎ役」としての役割なのではないかという結論に至った。一年

間を通して活動してきた中で、私たちは中間世代の主体性を目にする機会も少なく、我々学

生との交流も薄かった。したがって、これからは中間世代の地域に対するニーズを知り、そ

れに応じて中間世代も巻き込んだ地域づくりを行う必要があると考える。 
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